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特
長
／
効
果 

 従来の抗がん剤と比べて正常細胞に対する副作用軽減 

 ERKが活性化しているあらゆるがん種の治療に応用可能 

 従来の分子標的治療薬を超える画期的な作用機序 

 従来の創薬概念を覆す逆転の発想 

 
利
用
／
用
途 

 悪性黒色腫（メラノーマ） 

 乳がん 

 大腸がん 

 扁平上皮がんなど 
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研究内容の概要：
がん細胞で活性化しているERKをさらに活性化させる
ことによりがん細胞を死滅させるがん治療法の開発

ERKが活性化している多様ながん種に効果が期待できる
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